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色彩教材研究会　第5回研究発表会報告

井澤尚子 （幹事／東京家政学院短期大学 ）

　日本色彩学会色 彩教材研究会の第 5回研究発表会が 、

2009 年3 月 8 日 （土）13 ：00 〜16 ：25 　東京家政学院

短 期大 学（索京都千代田区 ）で 開催され ま した 。 研究発

表に は多 くの 申し込み をい ただき3部構成で 11件の発

表が あ りま した 。参加者は 38 名で 、研究発表 終 了後

には第 1回総会が開 催され ま した 。 以下 に 研究発表概

要を記 します 。

●色彩 教材研 究会表色 系研究 会（X γZ2008 ）報告

　　　　　　　　　　　コーディネーター　宮崎敬子

　色彩教材研究会では2008 年5月〜 11月に 4回の勉

強会を開催 した。色彩検定 講師の経験者で 4 回す べ て

出席できる こ とを条件と した。研究会 と して 初め て の

試み で もあ り、果た して 参加者が 集まるの か、その後

の展 開は ど う した らよ い の か ？な ど 不 安の 中で の 開催

で あ っ た。テ
ー

マ と して 選ん だの は 「XYZ 表色系」で

ある 。 検定講師に と っ て難解で はある が、避けて通る

こ と の で きない項 目である ． 色彩学の 知識はXYZ が分

かれ道にな る、とある先生か ら伺 っ た 。 第 1回の テ
ー

マ と して はかな り冒険で あ っ た が、難解だけ に講師の

興 味が大 き いの で はな い か、と思い あ え て 選択 した 。

結局 、会員 9名、幹事 6名に加えて 、研 究会顧 問の北

畠先生、永田先生 にもア ドバイザーとして参加いただ

くこ とがで きた 。 問題点抽出のための デ ィ スカ ッ シ ョ

ン の後、3 つ の グル
ー

プ （用 語集 作成、過 去問分析、画

像作成）に分 かれ 作業を行 っ た 。 こ こ に各グル
ー

プ （1
〜3）の足跡を報告 したい 。

1、表色系研究会 （XYZ 　2008 ）用語集グル
ー

プ報告

　　宮崎敬子 ・関裕子 ・冨樫優 子 ・柳澤裕子 ・北畠 耀

　用 語集 グル
ー

プ は、会員 3名 、幹事 1名、ア ドバイ

ザー 1名で作業を行 っ た 。 以下に報告をまとめる 。

■作成 コ ンセプ ト

・検定講師 にと っ てよ り深い 理解の助けになる

・学習者のさまざまなレベ ル に対応で きる

・
用 語の 単独解説の みでな く、ある流れ の中で理解で

　 きる

・難解な用語、表現はさ ける

■資料作成プロ セ ス

　まず 該当用語 を ピッ クア ッ プ し、市販 の テキス ト、

解説書か らそ の 解 説 を抜き 出す こ とか ら始めた。その

後、難解な部分を検討 し、担当を決め 、 作成 した解説

案を持ち寄 り、再度検討を加える と い う過 程をと っ た 。

　も っ とも困難だ っ たの は 、市販の 解説書の 理解で あ

っ た 。専門性が 高く、物理用語 が多用 されて いるため、

XYZ 理 解の 以前 に、物 理用語 の 理解が必要 で あ っ た 。

また見 解の 違い などもあ り、解説資料作成段階で は 、

かな り白熱 した討議 が続 いた 。

■作成資料

　最終的に 以 下 の 資料を作成 した。

1）XYZ 表色系解説 （RGB か らXYZ 、そ して均等色空

　 間）

2）補足資 料　  明度 V と三 刺激 値 Yo と の 関係

　　　　　　   ギ リシ ャ 文字
・
算術お よび代数記号

3）ピ ッ クア ッ プ用語解説

4）三 刺激値計算式 は何を意味す るのか ？

5） Q ＆A

6）推薦図書
一

覧

■考察 とまとめ

　XYZ を 困難に して い る 原因の ひと つ と して 、解説書

の専門用語 、表現 の難解 さが挙 げられ る。♪（YZが 物理

的産 物である ことか ら、物理 を語 らざるを得ない の は

もっ と もだが 、こ れが XYZ 恐怖症 （？）の大きな要因で

あ る ことは否 定で きな い 。 多 くの解説書 は専門家によ

っ て書かれて い る ため、書き手と読み手の 間に知識の

差が大きく立 ちはだか っ て い るの が実際で あろ う。あ

え て専門家で はな い私たち が解説 する こ とで、そ の溝

を埋め る こ と は で き な い か ？ を模索 し た の が今回 の 解

説資料である 。まだ これは完 成形で はない 。こ こか ら

さ らに、画 像との組合せ、♪〈yz前後 （つ まり光と色か
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ら測色ま で ）を含ん だ解説 を力口える こ とも視野 に い れ 、

今後の課題 と したい．

2 ，表 色 系 研 究会 （）（yz 　2008 ）過去 問題 分析 に

　 つ いて

　　　　 小迫由里加 ・桜井輝子 ・垣田玲子 ・長橋仁美

1．目的

　過去問題 を分析する こ と によ D 、限 られ た時間内に

いか に効率的 に授業を進め るか を探る 。

2 ．作業の進め方

　  東 京 商 工 会 議所 力 ラ
ー

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

検定 （以

　下 、 東商とする）は過去 5年分、AFT 色彩検定 （以下 、

　AFT とす る）は過去 3年分遡 り、　 XYZ 表色系関連の

　問題をピッ クア ッ プ 。

過 去問題分析 した 問題数

3級 2級 1級 計

東　商 30 41 7 78

AFT 一 38 27 65

　  ピ ッ クア ッ プ した問題の 分析と解説、指導ポイン

　 トな どを検討 した結果 を ワ
ー

キ ン グシ
ー

トにまとめ

　 る 。

3 ．分析結果

・AFT 、東商どち らもほとんど繰 り返 しテキス トの 同

　 じよ うな 箇所か ら出題さ れ て い る。

・キーワ ー ドを押 さ え て い れ ば答え られ る 問題 が多

　 い。

そ れぞれの キ
ー

ワ
ー

ド

色度座標、三刺激値、L＊

a
＊ b＊

表 色系 の

L ＊

や a
＊ b＊

、等色関数、等色色空間 、ア

東 　商 ダム ス ーニ ッ カ
ー

ソ ン の 均 等色度 図、マ

クアダムの均等色度図、標準偏差楕円、

ク ロ マ

数学的変換、三刺激値 、色度座標、等

AFT 色関数、xy 色度図、純紫軌跡、ス ペ ク

トル軌跡、虚数、色 ベ ク トル

・東商におい ては XYZX 色系と関連する表色系や照 明

を絡めた問題が多い 。

・AFT にお い て はテキ ス トの 内容の応用と して 、色 度

図か ら色 を読 み取 るな ど色度 図の見 方 を 問 う問題 が

多い 。また、用語の 定義 につ い て も よ く出題される。

・
時間の制 約 があ るため 、問題 が 解け る こと と理 解 し

　て いる こ ととのギャ ッ プが生 じる 。

4 ．結果 の活用法

　上記の通 り時間の制約があ るた め、この 限 られ た 時

間 内にキ
ー

ワ
ー

ド、キ
ーポイ ン トに重 点を置い た指導

が効果的 となる 。 その 際、以上の 分析結果 を活用 した

い 。また 、受講生 が理解 しや す いよ うカラ
ー

図版も必

要となる 。

3 ．X γZ表色系の分か りや すい解説図版の研究

　　　　　 酒巻明美 ・高松智子 ・内田滋子 ・黒 川和夫

　　　　　　　　田 中和浩 ・永田泰弘 ・三 ツ塚由貴子

1．は じめに

　検定試験対策講座で必ず 教え る項 目にXYZ 表色 系が

あ る。理解で き るよ うに 教え る に は、難し く教えづ ら

い箇 所で もあ る 。分か りやす く解説す るため に、言葉

だけ で は な く図版など を活用 した い の だが 、参考 書籍

や検定試験公式 テキス トに載 っ て いる 図版は著作権の

関係などで公に便用する ことが難 しい 。 そ こで 、著 作

権を気に せず 、自由 に使え る 図版 （特に カ ラ ー
図版）、

テキス トに は載 っ ていない が教授の際にあ る と便利な

図版、理解を助ける分かりやすい 図版を制作する 。

2 ．制作した図版 の紹介
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3 ．まとめ

　成果 物の XYZ 表色系解説図版は 、各自が授業内容に

よ っ て 、そ れぞれ 図版 を編集 し、パネル 、パ ソ コ ン 画

像などで使用 できる実質的な教材と して 作成で きた と

思 われ る。しか し、実 際 に使用 しての評 価はこれ か ら

で ある 。今後の課題 と して 、製作者の 自己評価 、第三

者によ る評価をおこない 、そ れによりx 改良の 余地も

考え られ る 。また 、図版を有効活用す るため の講師向

け解説書を作成する、図版 とそれに関連するキーワ ー

ド、ポイン トを解説 した短文を組み合わ せた 図版を作

成するなど、この 図版から提案で きるこ とがい くつ か

考え られる 。 次回はそれをこ 報告で き るよ うに継続研

究 し、今後の 活動につ なげて いきたい と思 う 。

4 ，迷子の 色彩用語たち

　 （定説に対する疑問とその考察2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富樫優子

　本内容は 、研究発表とい うには お こ が ま しい。素 朴

な疑 問の 回答 を模索 する うち に、貴重な 用語 に出会 っ

たと い うだ けの こ とだ。そ の
一

部を紹介 した い．既 に

こ存知の 方には乙 容赦い ただきたい。

  無条件等色 ： メ タ メ リズム と イ ソ メ リズム の 関係

は、通 常 「等色と同色」で 表され る。しかし、メ タメリ

ズムは さらに 「条件等色」と換言されるの で 、イ ソ メ リ

ズム に つ い て の 置き換えも欲 しい 。で は 「条件」と対と

な るの は 「無 条件」だろ うか ？ 「色 の 科学」（金 子隆芳

著 ： 朝倉書店）によ る と 「無条件等色」とな っ て い る 。

聞き價れ な い用語で ある が 、生 理心理 学には 「無条件

反 射」と い う言 葉も あ る 。 これで 2 つ の関 係に合点が

い っ た 。

  心 理物理 的補色 ： 「混色する と無彩色にな る色対」を

通常 「物理補色」とい うが 、 果 た して適切だろ うか ？

XYZ 表色系の 勉強会に参加 し 「心理物理 」とい う言葉

に 價れ て くる と、も はや こ の 定義にあた る用語は 「心

理 物理 的補色」であ る と思えてな らない 。 色は物理だ

け の も の で はな い か らだ。こ れ も聞 きな れない用語 で

あるが 「色彩科学八 ン ドブ ッ ク」（日本色彩学会編）の 中

にあ り、先の金 子先生 も こ指導 くだ さ っ てい る。

  対比補色 ： 「心理 補色と は 残像で 見える補色」と習う

が、色陰現象で 見 られ る補色 は 果た して残像 だろ う

か ？残像は継時対比による 現象であ D 、色陰は 同時対

比に よ る 。 だとすれ ば 2 つ の 現象色は 区別す る必要が

あるの で はな い か ？この答 と して （財 ）日本色 彩研究所

か ら 「心 理補色に は残像補色と対比補色があ る。」と教

えて頂いた 。 厳密には 「継時対比補色と同 時対比補色」

だ ろうか 。

　これ で素朴 な疑 問 に対 す る回答 は 揃 っ た 。 だが 、こ

れ ほど合理 で ある に も関わ らず、なぜ こ れ らは迷子に

な っ て しま っ たのだろ う ？ ここ にまた新たな疑問 が加

わ っ た 。 今後 これ らの専門用 語が指導書等 に登 場 する

事を切 に願 っ て い る。最後 に、こ脂 導乙支援くださ っ

た先生方 と有志へ 厚 くお礼申 し上げる ，

5 ，慣用色の 認識に関す る調査

　一色名マ ッ チ ン グタス クにおける色選択の傾向に関

　 して 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉澤陽介

　日常生 活の 様々 な 場面で 様々 な色が 用 い られ て お

り、例 え ば自動車や携帯 電話 などの 工業製品にお ける

カ ラ
ーバ リエ ー

シ ョ ン、色彩に関す る検定 を起点 と し

た色彩教育の 普及 に依る と こ ろな ど、色彩 に対す る 関

心は
一

層 高ま っ ている。

　色を表現する際、系統色名も し くは慣用 色名が用 い

られ て い るが 、慣 用 色名 に関 して は 、JIS 　 Z 　 8102

「物体色 の色 名」による と、植物や鉱物な どが由来とな

っ て お り、その 対象を知 っ て Llれば 色を正確に表現で

きる可能性が高い が 、植物の 品種の違い な どにより誤

認され る可能性も考え られ る。また殆ど 日の 目を見な
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い慣用色名も存在する可能性も考え られる。

　本調査は 、色名マ ッ チン グタス クによ っ て、被験者

による各 1賀用色 の色 選択 を把握す る と とも に、その結

果 か ら各 1賀用 色名の 認識度および錯誤度 を定量化 して

評価を行 うも の で あ る。

　こ れ によ D 、JIS　 Z　 8102 で 規定された慣用色名が

どの 程度認識さ れ て い る か 確認 す る こ と が 可能 と な

る 。また 、色名マ ッ チ ン グタス クを行 っ て成績を客観

的に示すこ とで、色名を楽 しく学ぶ機会 を提供する こ

とを狙う 。 以上を踏まえ、誤認されて い る慣用色名や

日の 囲を見な い慣用 色名 が正 し く表現 され 、将 来的 に

商品 戦略や色彩教育などに反 映される き っ かけとなる

の で はないか と考え られる。

6 ．身近な色材環境を利用 した色彩学習の 方法

　
一

色鉛 筆 とイ ン ク ジ ェ ッ ト式力 ラ
ー

ブ リン タ
ー

を利

　用 し た色彩学習
一

　　　　　　　　　　　　　　 光武智子 ・合原勝之

　本提案は 、家庭用 力ラ
ープリ ン ターと色鉛筆とい う

身近な色材を利用 した 色彩学習の方法提案で ある。

　近年、企業や家庭で もパ ソ コ ン やカラ
ープ リン ター

が普及 し、また色彩の検定 試験な どの 啓蒙活動に よ っ

て 、色彩へ の関心 は 広 く
一

般化 し て い る e し か し、知

識獲得 のた めの学習法は普及 した が 、実際的な 色彩運

用 のた めの学習法は 、まだ普及 して いな いのが実状で

ある 。こ こ で は、2 つ の 観 点か ら実 際的 な色 彩 運用 の

ための 学習法に つ い て提案する 。

  日常的に感 じられ る色彩の濃淡、明暗、寒暖の変化

に注 目さぜ る ことで 、色彩 とその 自然 な調 和 を感覚的

に把握 ・理解させ る こ とを 目的とする。

  身近な色 鉛筆と家庭用力ラ
ー

プ リン タ
ー

を利用 する

ことで 、コ ス トを かけ ず広 く手 軽に 「実際 的な 色彩 運

用学習の手がか り」を提供する。

　学習の方法は、水彩紙にプ リン トさ れた作例 を参照

しながら、色鉛筆で枠内を彩色する とい うシン プルな

方法 で ある 。演習課題 は 3フ ェ
ーズ全 10課 題 で あ る。

学習の指導 は 、 作例にみ られる色面の 関係 ・構造を示

すの み で ある 。学習者は 、作例 にみ られる全 体的な色

の関係 ・構造を色鉛筆によ っ て 再現す る。ポ イ ン トは 、

個々 の色面 をまね るので はな く、全体の色の 関係 ・構

造を色の バランス として 、相対的に再現することであ

る 。こ れ らの 課題 によ っ て 、色 の 構造 と 自然 な カ ラ
ー

バランスを感覚的に把握 ・
理解さぜることを目指す 。

　 プ リ ン トされる教材 データは 、ア ドビ社の 「ア ド

ビ ・イ ラス トレ
ー

タ
ーCS3 」によ っ て作成さ れた 。イ

ラス トレーターは、色や形を構造的 に扱 うことができ

る ため 、こ こで示 した演 習 課題 の よ う に濃淡 、明 暗、

寒暖とい っ た、色を構造的 ・機能的に扱 う際にたい へ

ん便利で あ る。

　約70 名の 学生 によ る演習後の 調査 で x 履修者 に学

習意図が概ね理 解され たこ とが確認され た。

　 　 　 　 　 　 し き さ い じ ようず

7 ．配色用 具「色彩上手」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩井ますみ

　色 彩教 育 におい て、誰 も が習いた い と思 うのは 美し

い 配色ではない だろ うか 。 しかし、現状におい て 、 配

色調和は指示された 配色 方法にあ っ た正 しい色 相番号

で はられて い るか、その 選んだ色は正解か、が先行 し

て いな い だろ うか 。実際、教育現場で は綴 じられ たカ

ラ
ー

カ
ー

ドか ら、まず 1色 を選び 、作 る配 色 方法 に合

致 し た番号を選ぶ こ と ば か り に 集中 し、と り あ え ず見

つ けた 正 しい 番号を は り、美 しい配色 、何 かに置き換

えてイ メ
ージ した配 色とい う実践的な本来の 配色力を

養 う こ とがお ざな りにさ れ て い る場面 が見 受 け られ

る 。

　こ の配色用異 「色彩上手」は、同
一

色相が縦に並 んだ

色相環 か ら使い た い 1 色を選択 し、配 色方法 に合わ せ

たシ
ー

トを選ん だ色 がシ
ー

トの開い た窓 に出る よ うに

合わぜ 、別の あ いた窓か らその配 色に適 した色が出て

くる と い うも の で あ り、使 わな い 色 は隠 され、実 際 に

使 う色だけが見 られ る為、配色イ メ ージ がつ かみ やす

く、色相環を回転さ せる こ と で 、その配色方法にあ っ

た組み 合わせ を た くさん試 す ことが でき 、新たな 配色

の発見をす るの も容易な教材で あ る 。実際に教材と し

て使 っ てみ る と、綴 じられ たカ ラ
ー

カ
ー

ドか ら選 ぶの

ではな く、まず配 色を目で みて イメ
ージ を つ かん でか

ら、そ の色 をカ
ー

ドか ら選ぶ とい う方法に変わ り、以

下の よ うに配 色教育の理解を早 め、深 め るの に役立つ

のである 。

  い つ も 同 じパタ
ー

ン や似た色 しか作れ なか っ た 配色

の種類 、 使える色が増える 。

  様々な配色 方法による 、出来上 が りの イメ
ージ や理

解が早 くなる。

  目的にあ っ た 配色、作 りた い配 色な ど実践的な配色

を作れるようになる 。

　 また 、実際に配色 を習 うため の 教材と して だ け で な

く、色彩教育を受けた ことがな い人が実践で色を選ぶ

際の 道具と して も役に立 つ ツ
ールである 。
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8 ，初歩配色教育の方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田泰弘

　初歩配色 教育の 方法を研究す る にあ た り、「
一

般人 の

教養 と して の配色 セ ン スの 向上」、「色彩検定合格の た

め の 配色知識の 向上 」、「カ ラ ーコ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

と し

ての 配色技術の 向上」、「色彩教育従事者 として の配色

教育術の 向上」とい う目的を設定 した 。

　そ の ため に 「配色 は演習によ っ て 理解を深 め る こ と

がで きる。」、「配色演習は基調色、補助色、強調色の 三

色配色を原則とするの がよい 。 」とい う仮説を設定 した。

　配色演習 にあ たり、以下の プ ロ セス で 教育をすす め

る と効果的 であ る と考え られる 。 最初 に 、配色形式の

意味を定義 し、さ らに異名称同定義の形式の整 理 をお

こな う 。 次 いで、演習用の 台紙と色票等を準備させる 。

演習 用の台 紙 には基調 色 、補助色 、強 調色 を面 積 を異

に した四角形を縦 に並 べ た図形を配 し、色票を 貼り込

む形式 のも の とする 。 等面積 水平 配置 の配 色は 現実 に

は極めて 少な い こ と による 。

　配色の形式とイメ
ージを指定 して 、三色配色を三例

以上作 らせ 、その 三 例の 順位評価 とイメ ージ評価を制

作者 にさせ る。それ によ り配 色を説明する力を養う。

　配色の形式につ い ては表色系を核にした定義、ある

い は 色彩調和論の著者をと りあげるとよい 。 例えば 、

マ ン セル 表色系、オス トワル ト表色 系 、PCCS に述 べ

られている配色の 形式、シ ュ プルール、ヨ 八 ネス
・イ

ッ テ ン、フ ェ
ーバ ー ・ビレ ン の配色の形式な どである 。

そ の他、絵 画や フ ァ ッ シ ョ ン の分野 で 用 い られ て い る

配色の 形式な ども組み 合わせ るとよい 。

　この演習に使う色票 はマ ン セル 値や色相 トーン記号

の 入 っ た色票が必要なの で 、PCGS 新配色カー ド、　 Eヨ
本塗料工 業会標準色 ワイ ド版な どが入手 しやすく色数

が多い の で 使い やす い。

　演習用台紙 の例を、別 紙の形で添付 してお い た 。

　基礎的な演習が終わ っ た後に、専門に応 じて 分野を

え らん で、デザイ ン画の形式で配 色演習 を行なう 。 予

め作成 した線図の 入 っ た台紙を配布 して 行なうか 、線

画は各 自に描かせ る 。 演習 による配色の 評価は方法を

決め て 必ず行なう。

　結論 は 、「能動的 な作業 を通 じて配色が身近に 感 じ ら

れ 、配色の 本質に近づ く こ とが で き る。」「配色 は採用

する最高の
一

案を選ぶた め に行な うので 、三案制作か

ら順位 をつ ける方法は有効であ る といえ る 。 」「ほ とん

ど全て の デザ イン は大中小の 面積比をもつ もの で 、等

画積の 二 色ある い は三 色の配 色よ り基調色、補助色、

強調色 と最初か ら面積比を意識 した配色演習の方が合

理的であ る 。 」とする 。

9 ．LED を使 っ て行 う色光の混色装置の紹介 ：加法混

　 色をよ り身近 に感 じるため に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田中和浩

　私は 大学等で プ ロ ダク トデザイン 関連の 講義を担当

している 。 色彩に関連 した仕事 が多 い 私に してみる と、

色彩はデザイン の 中で結構基本部分にも関わ っ て い る

とい う事を伝えたい が、学生がそれ を知るチャ ン ス は

極めて 少な い と感 じている 。色彩を も っ と積極的 に知

る こ と で 、彼 らの デザ イ ン 活動の 幅は劇的に 広がる の

だが、なぜか色彩教育には あま り時間は確保され ない

現状がある 。 それな らば、学生が 自ら色彩を理解 しよ

うとす る気持ち を育て る こ と、こ れが重 要 なポイ ン ト

だ と考える。私は具体的な 体験で 色 彩 へ の興味を 喚起

し、彼 らの好 奇心 を育 てた い 。 こん な動機 か ら講義の

所々 に色彩へ の 興味をそそ る独自の 装置 を提供 して い

る 。 今回紹介する 、この色光の混色実験 装置 もそ の
一

つ で 、LED ラ ン プを使い 、実際に 自作も可能なも の で

ある。LED は光量の 確保が課題 だ っ た が、最近は性能

も格段に向上 し、省エ ネルギーにもなるこの ラン プの

利用で 、白熱灯とは比較にな らない位に熱の発生が少

な い 安全 な実験装置を作る ことができた 。

　この装置はRGB1 色ず つ 3個の LED ラ ン プを筒で囲

ん だ シ ン プル な構成で 、そ れ らの オ ン オフ で黒 （全部

が オ フ の 状態）を含めて合計 8 色の色を作る 。 この装置

には混 色の 状態を 確 認する 2 つ の 表現モ
ー

ドがあ る 。

一つ は付属の ラ ン プシ ェ
ー ドに光を当て て色を確認 す

る ラ ン プシ ェ
ー ドモ ー ド。も う一つ は ラ ン プの 光をス

クリ
ーン に投影して混色の 状態を確認 す るス クリ

ー
ン

モ
ー

ド。こ の ス ク リ
ー

ン モ
ー

ドは マ ッ ク ス ウ ェ ルが実

際 に行 っ たス ライ ド実 験 を彷彿 とさ せ、色 彩学の教科

書によ くあるい わ ゆる色光の混色概念図その ものなの

で、非常に理解 し易いもの とな っ た 。

　発表で は こ の 装置で確認を した色光の混色内容 をき

っ かけに して 、混色全般に つ い て 解説をする図版を使

っ て行う色彩教育プロセ スも紹介してい る 。
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10 ，簡単に作れ る色覚多様性体験フィル ターの 検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊賀公一

1 ．提案の 目的

　色彩やデザ イ ン を学ぶ学校におい て 「色覚の多様性」

や 「配慮無きデザイン の危険性」などにつ い て教えるた

めの安価な教材を提案する。

  安価で簡易的な 、色弱者の色の見 分 け にくさ を体験

でき る色フ ィルター。

　
一

般 に販売 されて いる様々 な素材を購 入 し、その中

から 、 石 原式色覚検査表を色弱者のよ うに誤読するも

の を探 した。この フ ィ ル タ
ー

を通 して 石 原式 仮性 同色

研表を見た り、CUD に配慮され て ない様々なものを見

る と、CUD の大切さが わかる。

  プレゼ ン 用 の液晶プロ ジ ェ クターを照明用の光源と

して 、使用す るもの。

　色弱 者 に と っ て見 分 けに くい色を再現 す るた めの光

源 と し て 使用す る た め 「明る い青緑色」の 画 像を作成 し、

プロ ジェ クタ
ー

で投影す る 。 他の 照明は消す 。

　こ の 照 明下 で 、石 原表を使用 する と、C 型の 人は全

く読む こ とがで きなか っ た 。 その 他の様々 な OUD 配慮

がで き て な い材料を チ ェ ッ ク した 。結果は
一

般光源下

で 、色弱者 にと っ て 色情報 が伝達されな い試料は、こ

の 光源下で も情報伝達されな か っ た。

  サー
チ ライ ト、蛍光灯、LE［〕ポケ ッ トライ トなどの

光源 にバ リア ン トール、上記の フ ィルターなどをかけ

て 低演 色性と して使用 する。

　高演色性光源 に上記の色 フ ィ ル タ
ーを捲いた もので

照明する 。あ るい はハ 囗 ゲ ン ライ トな どの光源に上黄

色 フ ィ ル タ
ー

やバ リア ン ト
ー

ル を セ ッ トした もの 。あ

る い は ペ ン ラ イ トや
ll

裏中電灯に上記 フ ィ ル タ
ー

やバ リ

アン トー
ルをと りつ けたもので 、試料を照 明する 。

  LED や レーザー
の よ うな帯域の 狭 い 光源 を使用 して

作成 した精密な低演色性光源。

　現在 多 くの LED は帯 域 が狭いが 、可視光線 の全 帯域

を作る こ と が で き る よ う に な っ た 。そ こ で 、可視光線

帯域（360nm 〜400nm 、長波長側が 760nm 〜830

nm ）を IOナ ノメ
ー

トル の 47 ステ ッ プに分け、それぞ

れ に ドミ ナ ン トを 持 つ LED を 準備 す る 。 （実 際 には

400nm 〜680nm の 20nm ピ ッ チの 14ステ ッ プで実

験 した ）それ ぞ れの LED を電 流制 御 し、色 弱者の被視

感度に合わせ て光量を決めた 。

　こ の照 明 器具 で照 明さ れた 石原 表 ・TMC 表 ・CUD

に 配 慮され て な い 様々な 試料は色弱者の 見分け に くさ

を再現 できた 。

11 ，〈 RW 減法 CMY カ ラ ーシ ス テ ム 〉

　　 …　　 CMY 三 原色 フ ィ ル タ
ー使用 の色計算 が可

　　 能な減法色体系と色モ ノサシ の提案 …

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇 リギオ

　減法混色原理 ： 025 、05 、 10 、20 、30 、40 、

50 、各段 階濃度をもつ CMY 減法三 原色 フ ィ ルタ ・一

（Cob 「 Oompensatrng 　firter）の重合によ り 「カ ラ
ー

ス ラ イ ド」同様の透週色とホワ イ トベ ース上で 「カ ラ
・一

プ リ ン ト」同様の反 射色 を無 数に つ くる 。

構成 ：フ ィ ル タ
ー

を リン グ状 に配 した DX タイ プ、短

冊状に配 した Handy タイプがある 。 いずれも比色窓の

一
方で 自在な組み合わせ で減法混色 し、任意の透過色、

反射色を隣接させれば等色する フ ィル ター
か ら CMY

三 色 値の 検出と色 の 記録及 び表色が で き、色計算ソ
’
フ

トの 併 用によ り、CIEデ
ー

タ 、分光 カ
ー

プ と グラ フ で

色が 検証 で ぎ る 。（コ ン ピ ュ タ ー
カ ラ

ーシ ス テ ム特許第

3225297 号）

測色 と表色の 原理 ： フ ィ ル タ
ー数値は濃度 （透過 率の

逆数の 常用対数値）の ：］ン マ 以下が示され、濃度 を用

いる と メ
ー

トル法同様に 10Y ＋ 20Y 　＝ 30Y とい っ た

色の 加減算が で き、フ ィ ル ター透過 率か らの 色計算に

よ り、A、　 B、　 C、　 D50 、　 D65 、　 F8 各標準 光源別 に

CIE　XYZ 、×y、　 L＊

a
＊ b＊

、　 HV ／O の近似値が透過 色（T ）

反射色 （R）別に見 出せ る。

機能 ：こ れまで 色票系で は で きなか っ た透過色を含む

あ らゆ る色空 間 （CMY 、　 CMYK 、　 RGB ）で視覚的 色の

取り扱 い と同時に数値的取 り扱い によ り色の 加減算が

で きる ので、希望の色にす るため の色 補正 値（色 差）を

見出 し色 調整 が可能にな る。

　色を視覚的と同時に数値 とグラ フで分析 し検証でき

る の で 、色 の 全 体像が 把握 しや す く 、難解 とさ れ る

CIE表色法の理 解と普及 啓 蒙の た め にも、三 原色 時代

の 基礎色彩教材と して 推奨で き るものと考えて い る 。
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